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“新
鮮
な
野

菜

）
を
食
卓
へ
 

新
鮮
な
野
菜
、

果
物
を
皆
さ

ん
の
食

卓
に

供
給
し

よ
う
と
い

う
恒
例
の
“

朝
市

）
が
、

七
月
 

一
日
か
ら
市
庁
舎
前

の
お
ま
つ

り
広
場
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。
 

“
朝
市

）
は
、

毎
朝
四
時
か

ら
七
時

ま
で
開
設
さ
れ

て
い
ま

す
。
も
ぎ

た
て
の
野
菜
、

果
物

を
リ
ヤ
カ
ー
に
積

ん
だ
農
家
の
 

主
婦
、

小
売
業
者
な
ど
が

露
店

を
張
り
、

朝
食
前
の
買
物
客
で

に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。
 

“
朝
市

（
は
、

十

一
月
三
十

日
ま
で
開
か
れ

ま
す
。
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金
 

料
 

認
 

シ
」
 

ミ隔月検針ミ 

“郷
土
の
香
り
を

国
体
の
選

手
、
役
員
の
皆
さ
ん
に

）
 

大
和
山
五
所

川
原
支
部
青
年

部
（
葛
西
充
支
部

長
、
部
員
一

五
〇
人
）
は
、
国
体
選
手
、

役

員
の
お
土
産
に
と
タ

コ
絵
千
五

百
枚
を
作
り
、
市
に
託
し

ま
し

た
。
 

郷
土
色
の
あ
る
も

の
を
、
全

国
か
ら
来
る
選
手
、
役
員
に
贈

っ
て
、
市
の
よ
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
こ
と
し

一
月
か
ら

昨
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
 

部
員
の
な
か
で
、

タ
コ
絵
の

心
得
が
あ
る
工
藤
正
勝
さ
ん
（
 

三
一
）
ー
市
内
小
曲
l
が
指
導

に
あ
た
り
、
鎌
谷
町
に
あ
る
、
 

お
母
さ
ん
が
病
気
の
た
め
、
 

日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
母
子

家
庭
は
、
介
護
人
を
派
遣
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
費

用
は

い
り
ま
せ
ん
。
食
事
の
世

話
や
乳
幼
児
の
保
育
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
o
 

あ
ら
か
じ
め
、
県
に
選
定
申

請
書
を
堤
出
し
な
け
れ
ば

な
り

ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
母
子

家
庭
は
申
請
し

て
下
さ
い
。
 
 

大
和
山
道
場
に
集
ま
り
下
書
き

か
ら
仕
上
げ
ま
で
（
 分
担
し
な

が
ら
制
作
に
あ
た
っ
て
き
ま
し

た
。
 

七
十
人
の
部
員
が
、
仕
事
の
 

ま
た
、
介
護
人
、
希

望
さ
れ

る
方
の
、
登
録
の
申
請
も
受
付

け
し
て
い
ま
す
。
 

派
遣
の
対
象
と
な
る
母
子
家

庭
は
 

家
族
に
乳
幼
児
が

い
る
己
と
 

（
と
く
に
理
由
が
あ
る
ン
いご
は

小
学
校
低
学
）
で
も
よ

い
）
 

所
得
が
、

母
子
福
祉
資
金
、
 

児
童
扶
養
手
当
等
、
所
得
制
限

限
度
額
を
下
回
る
こ
と
（
本
大
 
 

ひ
け
た
あ
と
交
互
に
出
て
、
の

べ
六
百
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

で
き
あ
が
っ
た
タ

コ
絵
は
、
 

土
産
用
と
し
て
荷
物
に
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
た
タ
テ
三
十
撃
 

の
場
合
百
八
十
五
万

円
ま
で
）
 

介
護
の
内
容
は
、

次
の
う
ち

必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
 

身
の
回
り
の
世
話
、

食
事
、
 

掃
除
、
生
活
必
需
品
の
買
物
、
 

乳
幼
児
の
保
育
、
そ
の
他
 

介
護
の
期
間
は
 

ひ
と
月
五
日
間
程
度
（
た
だ

し
特
別
な
事
情
に
あ
る
と
き
は

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
 

介
護
人

の
派
遣
と
介
護
人
を

希
望
す
る
方
は
、

市
福
祉
事
務

所
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
 
 

・

ョ
コ
二
十
撃
の
手
ご
ろ
な
大

き
さ
で
、
託
さ
れ
た
寺
田
市
長

も
「

一
枚
一
枚
手
づ
く
り
の
味

が
で
て
い
る
」
 
と感
激
し
て
い

ま
し
た
。
 

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー
プ
 

登
録
を
受
付
中
 

市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
 

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
を

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
個
人
の

登
録
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
グ
ル
ー
プ
相
互
の

協
調
を
は
か
り
、
情
報
を
交
換

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
を
よ

り
活
発
に
す
る
の
が
ね
ら
い
で

ず
。
 

▽
登
録
さ
れ

る
方
は
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
福

祉
事
務
所
内
、
電
話
⑤
二

一

一
一
番
ま
で
）
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“隔
月
検
針
）
と
“
認
定
料

金
”
に
つ
い
て
 

水
道
料
金
は
、
毎
月
の
メ
ー
 

タ
ー
検
針
で
使
用
量
を
算
出

し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
最
近
の
給
水
戸

数
の
増
加
や
経
費
の
増
大
等

か
ら
、
 毎
月
の
検
針
が
で
き

な
い
状
態
に
あ
り
、
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま

す
。
 

今
回
は
、
ご
相
談
が
多
い

こ
の
“
隔
月
検
針
）
と
“
認
 

定
料
金
〈
を

お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

“隔
月
検

針
〉
は
、
ー
ー
 

カ
月
に

一
回
 

の
検
針
の
こ
と

で
す
。
 

“認
定
料
金
）
 

は
、
検
針
の
な

い
月
に
使
用
し

た
水
を
実
績
で

あ
ら
わ
す
方
法

で
す
。
こ
れ
は

前
三
カ
月
の
平

均
使
用
水
量
を
 
 計

算
し
、

こ
れ
を

ー
カ
月
の
使

用
水
量
と
認
定
し
て
、
料
金
に

算
出
す
る

こ
と
で
す
。
 

こ
の
認
定
し
た
月
の
使
用
水

量
の
過
不
足
分
は
、
メ
ー
タ

ー
 

を
検
針
し
た
月
に
精
算
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

（た
だ
、
認
定
水
量
が
、

基

本
水
量
で
す
む
場
合
、
過
不
足

は
出
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
）
 

と
こ
ろ
で
、
冬
期
間
は
、
 

積
雪
等
の
た
め
検
針
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
こ
あ
場
合

は
、
雪
融
け
後
に
検
針
す
る

こ
と
に
な
り
、
三
カ
月
か
ら

！
四
カ
月
の
間
は
認
定
料
金
と
 

［
な
り
ま
す
o
 

一太
敵
競
」
」
」
」
難
 

」
な
ど
で
漏
水
が
メ
ー
タ
ー
に

一
現
わ
れ

る
こ
と
で
す
。
 そ
こ
 

」
で
、
検
針
の
際
、
超
過
使
用

一
水
量
と
し

て
料
金
に
は
ね
返

一
り
、
思
わ
ぬ
支
出
と
な
り
ま

す
。
 

漏
水
個
所
を
発
見
し
た
ら

直
ち
に
市
水
道
課
ま
た
は
、
市

指
定
水
道
業
者
（
昨
年
十
一
月

十
五
日
号
、
市
広
報
で
紹
介
）
 

に
連
絡
し
、
早
期
修
理
を
し
て

下
さ
い
。
 

な
お
、
転
出
や
転
入
、
転
居

な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
り
、
 

世
帯
員
や
用
途
の
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
直
ち
に
市
水
道
課
に

届
け
て
下
さ
い
。

（市
水
道
課
）
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に
市
水
道
課
ま
た
は
、
市

指
定
水
道
業
者
（
昨
年
十
一
月

十
五
日
号
、
市
広
報
で
紹
介
）
 

に
連
絡
し
、
早
期
修
理
を
し
て

下
さ
い
。
 

な
お
、
転
出
や
転
入
、
転
居

な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
り
、
 

世
帯
員
や
用
途
の
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
直
ち
に
市
水
道
課
に

届
け
て
下
さ
い
。

（市
水
道
課
）
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ク郷
土
の
香
り
を
国
体
の
皆
さ
ん
に

）
 

較
細
タ
コ
絵
千
五
百
枚
作
る
 

!
 

、
 

“
お

母
さ
ん
が

病
気
だ

）
 

介
護
人
を
派
遣
し
ま
す
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多紀さん白寿を迎える 

いものはだめミ ミRヒー’ 
刀日くー 

(53年版） 7月31日まで 

定価 250円 

お申込みは 
7月31日まで 

（別冊住所録付） 

あなたのポケットに一冊 

県 民 手 帳 器ぶ r]Q3 

構成 日記編 106頁 資料編86頁（別冊住所録付） 

レ発行予定 10月下旬 

レ発 行 青森県統計協会 

レ申込先 市商工観光課 

サイズが大きくなりました。 

装丁も一段と美麗堅牢になりました。 

青森県のポケット知識もいっぱいです。 

ミ使いやすさ，見やすさ，便利さ，かっこうよさをトコ 

トン追求した日記式手帳の決定版ですこ 

※初号から昭和52年版までお持ちの方（個人）には，統 

計法施行30周年を祝し記念品を差し上げます。また県 

民手帳・青森県の姿を生涯無償贈呈します。 

肌
門
の
病
気
で
お
悩
み
の
方
 

み
ん
な
の
「
健
康
教
室
」
へ
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、

み

ん
な
の
「
健
康
教
室
」
を
次

の

日
程
で
開
き
ま
す
。
今
月
の
テ
 

ー
マ
は
 
「肌
門
の
病
気
」
 
につ

い
て
で
す
。
 

▽
と
き
 
七
月
二
十
九

日
（
 

金
）
午
後
一
時
か
ら
二
時
半
ま

で
 ▽

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

（
第
二
会
議
室
）
 

主
催
は
、
北
五
医
師
会
、

五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
で
す
。
 

みんなの「健康教室」 7月以降の日程は次の

とおりです。 

レ 8月 腰の痛みについて レ 9月 鼻の病

気 レ10月 成人病について ン11月 高血圧

はこわくない レ12月 心臓病について ンI 

月 シビ、ガニチャキ（栄養のはなし） レ 2 

月 性病のおそろしさ レ 3 月 耳の病気 

▽
貸
付
金
額
 

一
人
に
つ
い
て
一
時
金
九
万

円
、
月
額
八
千
円
、

入
学

一
時

金
二
万
五
千
円
（
小
、
中
学
生

と
も
）
 

▽
貸
付
期
間
 

零
歳
か

ら
中
学
卒
業
ま
で
。
 

▽
返
済
は
 

二
十
年
以
内

の
均
等
払
い
。
 

（
年
賦
、
半
年
賦
、
月
賦
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。
）
 

高
校
、
大
学
に
進
学
さ
れ
た

と
き
は
、
卒
業
ま
で
待
ち
ま
す
。
 

⑨
こ
の
貸
付
金
は
、

国
の
資
 

金
で
、
無
利
子
で
す
。
 

▽
申
込
み
の
手
続
き
は
 

市
福
祉
事
務
所
か

自
動
車
事

故
対
策
セ
ン
タ
ー
青
森
支
所
（
 

電
話
〇
一
七
七
⑩
七
三

七
四
番
 

）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

夏 の 

交通安全運動 

期 間 

7 月21日困～7月 

30日①まで10日間 

一
一
一
十
一
一
人の
孫

と
六
十
四
人
の

ひ
孫
が
お
り
、
 

孫
の
嘉
美
さ
ん
 

市
内
で
、
九
十
九
歳
の
白
寿
  

五
月
五
日
の
誕
生
。
数
え
て
十

を
迎
え
た
人
が

い
ま
す
。

鶴
ケ
 
七

歳
の
と
き
嫁
い
で
き
た
。

八

岡
の
川
浪
多
紀
さ
ん
で
、
市
内
 
人

の
子
供
を
も
う
け
た
が
、
す

の
最
高
齢
者
で
す
。

こ
の
ほ
ど
  

で
に
ふ
た
り
が
死
亡
（
長
男
は

子
供
や
孫
た
ち
が
集
い
、
お
ば
  

六
五
歳
で
）
、

夫
嘉
七
郎
さ
ん

あ
ち
ゃ
ん
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
 
は
、

十
八
年
前
八
十
六
歳
で
他
 

た
。
 

界
し
て
い
ま
す
。
 

多
紀
さ
ん
は
、
明
治
十
二
年
  

現
在
、
三
男
三
女

の
親
だ
が
、
 

!

！
・

、
ー
 

零
歳
か
ら

貸
し
付
け
し

ま
す
 

交
通
遺
児
の
み
な
さ
ん
へ
 

“
交
通
遺
児
等
貸
付
制
度
《
 
て
い
る
）
、

所
得
静
を
納
め

て
 

を
ご
存
知
で
し

よ
う
か
。
 

い
な
い
方
。
国
民
年
金
保
険
料
 

O
申
込
み
の
で
き
る
方
は
 

を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
。
 

▽
自
動
車
事
故
で
、
お
父
さ
 

ま
た
は
、
世
帯
更
生
資
金
の

ん
を
亡
く
さ
れ
た
お
子
さ
ん
（
 

貸
付
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
就

重
度
後
遺
障
害
の
方
は
一
級
か
 

学
暖
助
を
受
け
て
い
る
方
、
 

ら
三
級
ま
で

）
で
、
お
母
さ
ん
 

児
童
扶
養
手
当
、
生
活
保
護

な
ど
、
保
護
者
の
方
が
、
次
の
 

を
受
け

て
い
る
、
 

う
ち
ど
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方
。
 

い
ず
れ
も
、
証
明
書
が
必
要

市
民
税

（均
等
割
だ
け
納
め
 

で
す
。
 

‘
 

，

、
 

も
の
ゃ
塩
か
ら

い
も
の
は
口
に
 

し
た
こ
と
が
な
い
。
タ
コ
や
ナ
 

マ
コ
、
筋
子
の
生
も
の
も
食
べ
 

た
こ
と
か
な
い
と
い
」
フ
く
 

諏
は
、
カ
レ
イ
や
サ
ケ
、
野
一
 

菜
は
、

ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
芋
、
 

ホ
ー
レ
ン
草
が
好
物
。
豆
腐
汗
 

も
好
き
だ
。
自
分
の
食
事
は
，
 
(
 

自
分
で
料
理
す
る
く

ガ
ス
器
具
 
（
 

が
苦
手
な

の
で
「
丑
日
なか
ら
の
 
』
 

炭
火
で
煮
た
き

す
る
‘
 

】
 

最
匠
、
食
事
‘
は日
に
二
窒
c
 
'
 

耳
も
口
も
達
者
そ
の
も
の
で

す
。
 

窓
か
ら
通
り
の
人
を
み

て
「
〇

〇
さ
ん
が
歩
い
て
行
っ
た
」
 
と

目
も
確
だ
。
 

白
寿
の
祝
い
は
、
さ
る
六
月

二
十
六
日
、
自
宅
に
孫
や
子
供

た
ち
、
親
せ
き
縁
者
な
ど
七
十

人
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
、
記
念

の
安
楽
椅
子
や
花
束
を
贈
ら
れ
、
 

購
顔
を
ほ
」ろ
ばせ
て
し
ま

一
 

、
・

、

I
\
I

ー
＼

'
 

夫
婦
と
暮
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
病
気
ら
し

い
病

気
も
し
た
こ
と
が
な
い
。
若

い

と
き
か
ら
、
肉
類
な
ど
脂
こ
い
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愛の血液助け合い連動実施中 

献血にあなたのご協力を 
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“市
民
キ
ャ

、
乙フ
の
集
い
）
へ
 

締
切
り
は

八
月
六
日
で

寸
 

私たちのまちを、みんなでき 

れいにしよう。 

レ市民清掃デー（第3日曜日 

雨天の際は第4 日曜日です） 

07月は17日です。 

08月は21日です 

09月は18日です 

0Io月は16日です 

美しい環境をつくるために、 

「三ない運動」を 

ごみをださない 

ごみを捨てない 

公共施設を汚さない 

＠建設業退職金共済制度のご利用を 

レ建設業の現場で働く人のしあわせのため、国が 

つくった退職金の制度です。 
レ建設業の雇主が、みんな加入し、掛金を出しあ 
って、現場で働く人に退職金を支給するものです。 

＠退職金の手帳をもちましょう 
レみなさんは、退職金の手帳をおもちでしょうか。 
もっていない方は雇主に相談してください。 
ン退職金の額は次の表のとおりです。 

県
内
で
車
の
運
転
免
許
証
を
 

故
」
を

一
日
も
早
く
な
く
す
る

持
っ
て
い
る
人
は
、
約
四
十
二
 
こ

と
は
、
皆
さ
ん
青
少
年
ド
ラ

万
五
千
人
、
そ
の
三
分
の

ー
に
 
イ
バ
ー
の
ハ
ン
ド
ル
さ
ば
き
に

あ
た
る
約
十
四
万
二
千
人
が
二
 
か
か
っ

て
い
ま
す
。
 

十
代
の
若
者
で
す
。
 

最
近
、
横
断
中
の
歩
行
者
を

と
こ
ろ
が
、

い
ま
ま
で
の
交
 
は
ね
る
事

故
が
多
く
な
り
、
一
父

通
事
故
の
約
半
分
が
、

こ
の
 

通
事
故
の
七
割
も
し
め
て
き

若
者
達
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
叫
 

て
い
ま
す
の
で
、
市
街
地
で

て
い
る
の
で
す
。
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。
 
（
 

雨
天
決
行
）
 

▽
と
こ
ろ
 
狼
野
長
根
 

▽
集
合
と
出
発
時
間
 

市
民
文
化
会
館
前
、
午
後
一

時
出
発
。
 
（貸
切
バ

ス
利
用
）
 

参
加
で
き
る
方
 

電
話

の
移
転
工
事
は
 

早
め
に
予
約
を

電
話
局
で
は
、
電
話
の
移
転

工
事
を
予

約
で
受
付
け
し

て
い

ま
す
。
 

引
っ
越
し
、
家
屋
の
増
改
築
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で
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。
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齢
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。
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献
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。
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